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11月末実績

　いつも当ＪＡのご利用
有難うございます。今後
も役職員一同、誠心・誠
意事にあたりますので、
今後もご利用のほどよろ
しくお願い致します。

4,885人
５億2568万円
276億4498万円
５億1947万円
６億7354万円

期首組合員数
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貯 金 残 高
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第１号議案：燃料高騰に伴う助成措置について
第２号議案：東野ATMについて
《報告事項》
１）９月末仮決算について
２）不良債権の状況報告について
３）店内検査報告について
４）販売状況について
５）中野支所の進捗状況について
その他

主　な　行　事　報　告

「ポッカサッポロ直営農場」での
レモン初収穫について

「第29回 JA広島県大会」の開催について

　令和３年12月９日（木）大崎上島地区ににあ
る、「ポッカサッポロ直営農場」において、レ
モンの初収穫お披露目イベントが開催されま
した。ポッカサッポロ大槻取締役、包括協定
を結んでいる大崎上島町高田町長、業務提携
を結んでいる当JA金子組合長もイベントに参
加するとともに、多くのマスコミ関係者が取
材にこられ、大きいPRが図られました。

年始のご挨拶年始のご挨拶

広島ゆたか農業協同組合
代表理事組合長　金子　仁

１０月２９日（金）　JA全国大会
１１月１１日（木）　ドコモ相談会
１１月１２日（金）　JA広島県大会
１１月１７日（水）　９月末仮決算監事監査
１１月１９日（金）　公認会計士監査
１１月２５日（木）　青山展示会（３日間）
１１月２９日（月）　第９回　監事会
１１月２９日（月）　第９回　理事会
《協議事項》

　新年明けましておめでとうございます。組合員の皆様におかれましては、
お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。新型コロナウイル
スの感染状況は、国内では減少しているものの、経済活動の回復はまだま
だ不透明な状況が続いております。さて、昨年は新たな県内JA合併構想の
協議から離脱をいたしました。JAを取り巻く経営環境は、人口減少や農家
組合員の高齢化、国の低金利政策における信用事業の収益の低下など、年々
厳しさを増してきております。こうした状況の中、組合員皆様の益々のご
理解・ご協力無くしてJA事業は成り立っていきません。当JAとしては、
産地を守るべく最大限努力し、皆様が安心して暮らせる豊かな地域社会に
貢献できるよう邁進して参ります。最後に、本年も引き続き、より一層の
ご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　令和３年11月12日（金）JAビル（広島市中区）にて「第２９回JA広島県大
会」が開催されました。先だって開催されたJA全国大会で採択された議
案について協議し、次のとおり決議されました。
　「持続可能な農業・地域共生社会の未来づくり」を主題にJAグループ広
島は、組合員とともに、その総力を挙
げて、創意ある自己改革と農業者や地
域住民が一体となった協働活動の取組
に邁進します。
　このため、組合員との対話運動を通
じた不断の自己改革の実践を通じて、
次に掲げる５つの事項に全力で取組み
ます。

１、持続可能な食料農業生産の確立

１、持続可能な地域・組織・事業基盤の確立

１、不断の自己改革の実践を支える経営基盤の強化

１、協同組合としての役割発揮を支える人づくり

１、「食」「農」「地域」「JA」にかかる県民理解の醸成

以上、JAグループ広島の総意として決議する。


